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I. 平成 29 年度事業の実施状況 

１． 保育学科単科短大として３年目を終える現状 

 単科になることによって、財務は改善される方向にあったが、平成 30 年度入試において入学予

定者が 71 名となり、予想していたレベルを下回ったため、財務状況はさらに厳しくなった。 

 教員間での教育目的や教育方法の共有に関しては、カリキュラムの検討や学習成果の検討、学生

に対する細かな指導の充実が図られている。しかしながら、平成 29 年度の 1 年生の退学者は 7 名

に上った。さらなる情報共有と迅速な対応についての検討が必要である。 

就職に関しては、求人数が多く、高い就職率を維持している。この傾向は向後数年間は続くであ

ろうと思われる。 

 

２． 建学の精神、教育目標、三つのポリシー 
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３． 18 歳人口 

 

平成 30 年（2018 年）と平成 42 年（2030 年）を比較すると 13.0％の減少。単純に 100

名定員に減少率を換算すると約 13 名の減。ただし、この図は人口流入の予測値は反映され

ていない数値で、単純に年齢別の人口を拾った数値である。 

 

４． 学生募集 

 

左の表は、過去 3 年間の

保育学科入学者数を示した

ものである。一貫して減少

傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学者数推移（人）  

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

人数 94 87 74 71 

ｈ２２ ｈ２３ ｈ２４ ｈ２５ ｈ２６ ｈ２７ ｈ２８ ｈ２９ H30 合計 平均
東松山 9 16 18 20 12 12 6 10 5 108 12.0
川越市 11 8 13 9 18 10 10 10 6 95 10.6
坂戸 4 10 11 10 10 6 10 5 9 75 8.3
鶴ヶ島 5 9 5 4 3 3 6 3 5 43 4.8
毛呂山 4 6 4 4 3 4 3 2 5 35 3.9
小川町 3 4 3 1 4 6 5 3 0 29 3.2
ふじみ野市 2 4 1 3 8 4 3 4 4 33 3.7
日高市 1 1 8 2 3 6 1 1 1 24 2.7
吉見町 0 4 7 4 1 2 3 2 3 26 2.9
秩父市 2 1 2 4 0 7 2 2 0 20 2.2
寄居町 1 4 1 0 4 2 2 5 3 22 2.4
鳩山町 0 3 2 4 2 1 3 3 1 19 2.1
深谷 1 3 3 2 2 2 2 1 1 17 1.9
さいたま市 1 3 1 3 4 1 1 0 0 14 1.6
川島 3 1 0 1 2 3 3 1 2 16 1.8
滑川 1 2 2 2 3 2 1 1 0 14 1.6
富士見市 1 2 0 2 1 0 5 0 2 13 1.4
狭山市 1 1 0 5 1 0 2 1 0 11 1.2
嵐山 1 1 3 1 2 0 1 2 2 13 1.4
越生 2 1 1 2 1 2 1 0 0 10 1.1
ときがわ 4 0 1 2 2 0 0 1 1 11 1.2
熊谷 1 3 0 2 0 2 0 1 1 10 1.1
秩父郡 0 1 2 0 1 1 0 3 0 8 0.9
鴻巣市 2 1 0 1 1 0 2 0 0 7 0.8
所沢市 2 2 0 0 1 0 1 1 1 8 0.9
行田市 1 0 1 2 2 0 0 1 1 8 0.9
飯能市 1 0 0 0 1 1 1 0 1 5 0.6
北本市 0 1 1 1 1 0 0 0 0 4 0.4
上尾市 0 0 0 0 0 2 0 2 0 4 0.4
入間市 0 0 0 1 0 2 0 0 0 3 0.3
桶川市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 64 92 90 92 93 81 74 65 54 705
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上表は、過去 5 年間の主な市町村別入学者人数（職訓生 7 名除く） 

東松山、川越、坂戸、鶴ヶ島などが多い。鳩山はベスト 10 圏外となった。東松山からの入学者数

は回復したが、特定の地域に限らず、全般的に人数が減っている。 

 

 上の表は、過去 5 年間の主な高校別入学者数である。本学の特徴として、ひとつの高校から複数

名が入学する傾向がある。一方で本学の近隣の市町村から入学者数が全体的に減少し、やや周辺の

市町村からの入学者が０になっている傾向がある。平成 31 年度に向けては、学園内の高校との連

携を強化し、もう一度近隣高校へのアプローチを見直すことが必要である。あわせて、川越、ふじ

み野市、富士見市、朝霞市の高校への募集活動を強化していくことにする。 

  

高校名 H26　新入生数H27　新入生数H28　新入生数H29　新入生数 Ｈ30　新入生
山村国際高校 9 4 12 10 8
小川高校 4 6 6 4 5
松山女子高校 2 2 1 1 5
滑川総合高校 4 8 5 5 4
川越西高校 7 5 6 3 4
武蔵越生 0 2 0 3 4
秋草学園高校 2 1 2 2 3
東京成徳大学深谷高校 3 4 3 1 3
鶴ヶ島清風高校 10 4 2 3 2
寄居城北 0 6 1 3 2
新座柳瀬 1 2 0 1 2
川越総合高校 3 5 1 0 2
筑波大学付属坂戸高校 3 0 1 0 2
鳩山高校 4 2 3 3 1
山村学園高校 2 3 2 3 1
坂戸西高校 4 6 8 2 1
埼玉平成高校 2 0 1 2 1
富士見高校 2 0 1 2 1
志木高校 1 0 5 2 1
川越初雁高校 1 0 0 1 1
豊岡 0 2 0 0 1
ふじみ野 1 1 0 0 1
狭山清陵高校 1 0 0 0 1
市立川越 0 1 0 0 1
飯能南 0 0 0 0 1
鴻巣女子高校 1 1 2 6 0
県立越生 0 1 0 2 0
伊奈総合学園高校 1 1 0 1 0
誠和福祉高校 1 0 0 1 0
日高高校 3 2 1 0 0
飯能高校 2 4 0 0 0
本庄第一 0 3 1 0 0
朝霞西 0 0 1 0 0
正智深谷高校 1 1 0 0 0
大宮武蔵野高校 1 1 0 0 0
朝霞高校 1 0 0 0 0
西武台 1 0 0 0 0
深谷商業高校 1 0 0 0 0
狭山経済 0 1 0 0 0
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上の表は、平成 25 年度からのオープンキャンパス（年に 10 回前後）の参加状況と次年度志願者

数をまとめたものである。これまでは、資料請求者数の約１割が志願する傾向にあったが、その割

合は年々小さくなっており、平成 29 年度は 6.7％となった。3 年生の実質的参加人数も減少傾向に

ある。 

その一方でオープンキャンパスに参加した者のうち志願する割合は高く、オープンキャンパスに

参加してもらうことが入学者数を増やすポイントになる。今後は、ホームページ内のランディング

ページの作成、イメージ動画の作成、ネットワーク広告の研究やスマートフォンへの対応動画配信

などを充実し、オープンキャンパスへの動員数を増やすこと第一の目的とする。 

 

５． 求人・就職 

 

左の表は、平成 25 年度からの求人票

数の推移をまとめたものである。平成 29

年度の求人票数を見ると保育所、幼稚園、

施設それぞれについてかなりの数に及ぶ

のがわかる。県内の保育所からの求人票

数は昨年よりも減少したものの、県内県

外の保育者に対するニーズは高いと言え

る。 

昨今の保育者不足から、保育所、幼稚

園の求人のニーズは依然高いと言える。

4 月勤務の求人募集について 3 月になっ

た今でも問い合わせがある。 

なお、求人票数とは、求人票の数であ

り、求人数ではない。実際の求人数は求

人票数の数倍になると思われる。 

  

資料請求数：オープンキャンパス参加者数：入学者数     

  Ｈ25 
Ｈ25 
割合 

Ｈ26 
Ｈ26 
割合 

Ｈ27 
Ｈ27 
割合 

Ｈ28 
Ｈ28 
割合 

Ｈ29 
Ｈ29 
割合 

資料 
請求数 

1262 100% 1196 100% 920 100% 1006 
100

％ 
943 

100

％ 

参加者 
人数（延べ数） 

556 44% 531 44% 463 50% 364 36％ 277 29％ 

参加者人数（１、２、３
年生の実質数） 

304 24% 294 25% 254 28% 239 24％ 179 19％ 

参加者人数（３年生のみ
の実質数） 

209 17% 198 17% 160 17% 141 14％ 125 13％ 

次年度志願者数 107 8% 102 9% 89 10% 74 
7.4

％ 
64 

6.7

％ 

求人票の受付数の推移
H27

県内 県外 合計
保育所 296 347 643
幼稚園 164 76 240
施設 46 40 86

H26
県内 県外 合計

保育所 214 263 477
幼稚園 162 56 218
施設 48 56 104

H25
県内 県外 合計

保育所 229 251 480
幼稚園 148 56 204
施設 30 39 69

H24
県内 県外 合計

保育所 175 232 407
幼稚園 146 41 187
施設 38 76 114

H23
県内 県外 合計

保育所 213 117 330
幼稚園 131 39 170
施設 31 50 81

h28
県内 県外 合計

保育所 266 350 616
幼稚園 176 82 258
施設 51 45 96

H29
県内 県外 合計

保育所 229 299 528
幼稚園 197 87 284
施設 51 45 96
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６． 本学への評価 

 

(1) 就職先からの評価 

上のグラフは、就職一年目の卒業生に対する就職先の園長の評価である。全体的に昨年以上によ

い評価を得ている。  

　１　出勤状況

年度 25 26 27 28

（１）たいへんよい 67.9 70.5 78.3 76.5

（２）ふつう　　　　 32.1 19.7 14.5 19.6

（３）努力が必要　 0 4.9 5.8 2.0

早めに出勤しほとんど休まず体調管理ができている。

　２　勤務態度

年度 25 26 27 28

（１）たいへんよい 55.4 63.9 63.8 68.6

（２）ふつう　　　　 37.5 29.5 31.9 29.4

（３）努力が必要　 7.1 1.6 2.9 0.0

３　幼児（施設：利用者）への関わり方

年度 25 26 27 28

（１）たいへんよい 41.1 45.9 49.3 58.8

（２）ふつう　　　　 46.4 45.9 40.6 39.2

（３）努力が必要　 12.5 4.9 8.7 0.0

全園児の前に断っ
ても堂々と話せま
す。一人ひとりに

４　環境構成力（施設等では環境整備、安全・安心への配慮）

年度 25 26 27 28

（１）たいへんよい 19.6 27.9 30.4 43.1

（２）ふつう　　　　 75 60.7 58 52.9

（３）努力が必要　 7.1 6.6 10.1 0.0

５　保護者への関わり方（利用者の家族への関わり方）

年度 25 26 27 28

（１）たいへんよい 19.6 36.1 34.8 35.3

（２）ふつう　　　　 66.1 50.8 52.2 49.0

（３）努力が必要　 10.7 6.6 11.6 7.8

真摯に取り組む姿
は大変好感が持先輩の手本を見て対応してもらうよう指導している。

６　他の職員との協調性

25 26 27 28

（１）たいへんよい 44.6 49.2 59.4 62.7

（２）ふつう　　　　 44.6 44.3 27.5 33.3

（３）努力が必要　 10.7 1.6 10.1 2.0

落ちている物は拾う、クラス以外の物も片づける、室内の壊れた物を直す、窓を開けるなど気づいて行動していけると
さらによい。提出期限を守れるように。

とても素直で任されたことは最後まで丁寧に行えます。
笑顔が多く職員から好印象‥と聞いています。失敗もきちんと伝達してくれます。

任された仕事を行うために時間を見つけ周囲と確認をとりながら進めています。

0 20 40 60 80

0 20 40 60 80

0 20 40 60 80 100

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

0 20 40 60 80

0 20 40 60 80

0 20 40 60 80
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上の図は、卒業生自身が自分の状況について質問したアンケートへの回答である。すべて

の項目、「元気に通っている」、「保育の仕事は楽しいですか」、「職場の同僚のみなさんとの人

間関係はどうですか。」について「はい、とても」の数値が前年度よりも上回っている。 

また、「ちょっと疲れている」が前年度と同程度になっている。前述の施設長からのアンケ

ート回答内容では非常に評価が高かっただけに、卒業生が短大を訪れることがあれば、フォ

ローしていくのがよい。 
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自由記述欄からは、手遊び、ピアノ、製作物、書類の書き方など保育技術について、もっと勉強

しておけばよかったという回答が多かった。 
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(2) 授業への評価 

 

左のグラフは、保育学科のす

べての授業に対して、学生が 5

点満点で評価する満足度の調査

結果の平均である。平成 23 年、

平成24年と満足度が低い年があ

ったが、平成 25 年から評価が上

がり、平成 28 年は過去最高値を

記録した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 学生満足度調査 

左のグラ

フは、短大全

体について

卒業生に対

して行った

満足度調査

の結果であ

る。全般的に

高い満足度

であると言

える。特に

「友人との

出会い」、「自

分の成長」、

「就職」に関

して 90％前後と非常に高い満足度である。 

一方、「施設設備」、「授業」に関する満足度は相対的に低いものの緩やかに上昇傾向にある。  

問４ 満足度

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

前期 3.88 3.70 3.78 3.77 3.78 3.86 3.88 3.89 3.93

後期 3.78 3.68 3.58 3.62 3.79 3.79 3.86 3.91 4.08

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

前期 3.88 3.70 3.78 3.77 3.78 3.86 3.88 3.89 3.93

後期 3.78 3.68 3.58 3.62 3.79 3.79 3.86 3.91 4.08

3.00

3.50

4.00

4.50

授業アンケート問４ーこの授業に満足してい

るー
保育学科のすべての授業科目の平均（５点満点）
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(4) 実習での評価 

 

上の表は、保育実習（1 年生時に保育実習Ⅰ、2 年生時に保育実習Ⅱを実施）に対する、園から

学生への評価点の平均値を学年ごとに示したものである。評価項目の主な内容は、実習態度、保

育者としての資質、指導力などである。平成 23 年度をピークに徐々に低くなってきていたが、平

成 26 年度生以降については、安定した評価となっている。 

 

上の表は、教育実習Ⅰ・Ⅱに対する園からの学生への評価点の平均値を学年ごとにまとめたも

のである。平成 26 年度生の教育実習Ⅱの点数が飛躍的に高くなり、平成 27 年度以降についても

高いポイントを維持している。教育実習Ⅰについては年々評価が高くなっており、授業、指導の

改善の成果が出ている。 
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７． 財務状況予測 

 

 上の表は、平成 29年度の財務状況をもとに、平成 34年までの財務を予測したものである。 

平成 29 年度は、訳 900 万円の経費節減策を実施したが、学納金、補助金の減少により財務

状況はさらに厳しくなった。 

  

1年 65+職訓７ 80+職訓８ 80+職訓８ 80+職訓８ 80+職訓８

資金収支計算書より 2年 65 65+職訓７ 80+職訓８ 80+職訓８ 80+職訓８

（収入の部） Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 備 考

学生生徒等納付金収入 177,890 157,300 177,700 193,600 193,600 193,600

手数料収入 2,700 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800

寄付金収入 0 0 0 500 500

補助金収入 22,210 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

付随事業・収益事業収入 7,210 14,770 23,410 24,490 24,490 24,490

資産売却収入 0 0 0 0 0 0

雑収入 4,600 5,900 4,600 4,600 4,600 4,600

借入金等収入 0 0 0 0 0 0

計 214,610 210,770 238,510 255,490 255,990 255,990 Ａ

（支出の部） Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 備 考

人件費支出 165,580 165,000 165,000 165,000 165,000 165,000

退職金支出 0 0 0 0 0 0

教育研究経費支出 27,000 26,000 26,000 26,000 26,000 26,000

修繕費支出
　　　　事業内容②

　　　　空調　教育棟１ 階

　　　　事業内容②

　　　　空調　教育棟２ 階

　　　　事業内容⑤

　　　　音楽教室棟

　　　　事業内容⑥

　　　　トイレ改修　教育棟中央１ 階

　　　　事業内容⑥

　　　　トイレ改修　教育棟中央２ 階

　　　　事業内容⑥

　　　　トイレ改修　教育棟中央３ 階

　　　　事業内容⑦

　　　　教育棟、体育館屋根塗装　　（ H 2 8 年は体育館屋根の

み）

　　　　事業内容⑧

　　　　芙蓉館屋根の 塗装

　　　　事業内容⑨

　　　　体育館屋根支柱塗装

　　　　事業内容⑪

　　　　教育棟・ 体育館壁面浮き補修

　　　 窓枠防水工事

　　　 その 他の 修繕費

奨学費支出 2,250 2,400 2,400 2,400 2,100 2,100

その他

管理経費支出 28,160 29,000 29,000 29,000 29,000 29,000

借入金等利息支出 0 0 0 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 0 0 0 0

施設関係支出 0 0 0 0

設備関係支出 1,460 2,400 2,400 2,400 2,500 2,500
　　　　事業内容①

　　　　受水槽・ 浄化槽　H 2 9 は受水層　H 3 2 は浄化槽

　　　　事業内容③

　　　　本館ボイラーの 更新
　　　　事業内容⑩

　　　　県道則護岸工事

　　　　その 他

（＊法人本部負担金分） 7,520 7,520 7,520 7,520 9,500 9,500

（＊割増退職金負担分例年分）

支出の部計 229,720 229,920 229,920 229,920 232,000 232,000

収支差額 -15,110 -19,150 8,590 25,570 23,990 23,990

（＊割増退職金負担分キャリコミュ分）

資金の積み立て分 0 0 0 0 0 0

　・減価償却引当特定預金 0 0 0 0 0 0

計 229,720 229,920 229,920 229,920 232,000 232,000 Ｂ

収支差額 （１） -15,110 -19,150 8,590 25,570 23,990 23,990 Ｃ＝（Ａ－Ｂ）

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 備考

次年度繰越金予測 146,726 127,576 136,166 161,736 185,726 209,716

積立資金累計 0 0 0 0 0 0
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(1) 条件設定 

 平成 27 年度からは、キャリア コミュニケーション学科がなくなり、保育学科単科となる。 

 平成 31 年以降、入学者は 88 名を想定。 

 補助金は、3,000 万円を想定。うち 1,000万円は私立大学等改革総合支援事業を想定している。 

 人件費は、教員数 11 名、現状維持で想定。11 名は、文科省が定める最少人数。 

 退職金の収入、支出に関しては数字から除外。 

 職業訓練生を受け入れる。10 名の枠で募集をして 7～8 名の入学者を想定。 

 高校卒+職業訓練生の合計が 75～80 名であれば、収支が均衡する。ただし、減価償却特定引当

金や将来に向けての資金の積み立てはできない。 

 

(2) 人件費 

人件費は、専任教員 11 名を想定している。これは文科省が定めるこの規模の保育学科の最

少人数である。平成 29 年度の一時金については、3.1 か月から 3.0 か月とし、29 年度につい

ては、非常勤教職員の一コマあたりの手当を 12,000 円から 11,000 円とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 施設・設備更新 

施設設備の更新については、一時停止し、平成 30 年度は、財務状況の推移を見る。必要な

修繕に関しては行う。 

 

(4) 次年度繰越金 

平成 30 年度の次年度繰越金は減少する。高校卒+職業訓練生の合計が 75～80 名であれば、

収支が均衡する。ただし、減価償却引当特定預金や将来に向けての資金の積み立てはできない。 

 

(5) 積立金 

積立金については、平成 30 年度については行わない。 

 

(6) その他の経費節減 

なお、その他の経費節減については、平成 29 年度は合計約 900 万円の経費節減計画を実

行した。平成 30 年度はさらに 210 万円の経費節減を実行する。 

 

 

  

平成26年 平成29年 平成25年と

ｷｬﾘｱ ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝ学科募集

停止

平成30年
平成28年の

差

専任教員数 17 16 11 11 11 -6

非常勤教員

数
45 33 24 22 20 -25

専任事務職

員数
7 6 6 6 6 -1

非常勤事務

職員数
2 2 3 2 2 ± 0

平成25年 平成27年 平成28年
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８． 全体図 数値目標等達成度一覧表 

 

 

 


